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あらまし：本研究では、日頃から災害に備えるために、住民によってハザードマップが作成できるシス

テムの開発を行う。このシステムは、災害が起こったときに危険箇所になり得る地点の情報（災害、写

真、コメント、位置情報）を住民が登録していき、地図上に情報を表示させハザードマップを作成する。

住民参加型にすることにより、楽しみながら情報を共有ができ、防災意識を高めることができると考え

る。	 
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1.	 はじめに 
現在，日本は自然災害が多いことから、災害に対

する研究が幅広く行われている。東日本大震災以降、

災害対策はますます強化されており ICTを活用した
対策も進んでいる(1) (2)。 
歴史的町並みの残る地域において過疎化、高齢化

が問題となっている。そして、伝統的景観の保全を

行うため、災害対策としてハード面を強くすること

はできない。そのため、人による防災を考える必要

がある(3)。 
そこで、本研究では日頃から災害に備えるために、

住民によりハザードマップを作成できるシステムの

開発を行う。住民参加型でハザードマップを作成す

ることにより防災意識が向上し、住民投稿型で情報

を集めることにより地域の詳細な情報共有ができる

と考える。 
本研究では、歴史的地方都市のモデル地区として、

佐賀県鹿島市の肥前浜宿を選定した(4)。 
 
2.	 インタビュー調査 
2.1	 方法 
今回、防災・減災に関する現場のニーズを把握す

るためにインタビュー形式の調査を行った(5)。イン

タビューは、2014 年 8 月 18 日に、佐賀県鹿島市肥
前浜宿の浜公民館おいて、地域のリーダ—的役割を

担っている民生委員や、区長の方々に集まっていた

だき、18名より回答を得た。 
2.2	 結果 
現在行われている防災・減災の取り組み 
自主防災組織があり、年に 1、2回消火訓練が実施

されている。そして、民生委員さんを中心とする共

助の仕組みが整えられているが、具体的な役割分担

は明確に決まっていなかった。 
現在の取り組みの中で感じること(問題点) 
不安材料として、防災意識の不足、地域全体での

訓練の必要性、地域の情報共有の不足があげられた。

また、災害ケースごとの具体的な行動指針が明確で

ないため、ケースごとに、そして地区に即したマニ

ュアルが欲しいと言う意見があがった。 
防災・減災に向けた情報共有について 
地区毎のハザードマップが欲しいという意見があ

った。過去の言い伝えや事例が個別に伝承されてい

るが、まとまったものはなく、危険情報が十分に共

有されていない。 
2.3	 まとめ 
インタビュー調査の結果、民生委員や班長・区長

といった地区のリーダーを中心とした 防災・減災の
取り組みは行われているが、 災害発生時の具体的行
動に関しては、課題も多く住民も不安を感じている

ことがわかった。 また、そのための地域ならではの
きめ細かい情報が必要であることも分かった。 

 
3.	 システムの要件と構成 
	 住民らによってハザードマップを作成していくこ

とで防災意識が高まり、その地域で暮らす住民らが

情報を投稿することにより、地域の詳細な情報が集

められると考える。従来の情報のやり取りは、必要

な時に特定の相手との会話や電話、手紙などの手段

がとられていた。しかし、このアプリは、住民みん

なで地域の情報を共有することができる。 
このシステムは、地図画面、位置情報登録画面、

情報登録画面の 3つの画面で構成されている。 
地図画面には利用者の現在地と危険地点を見るこ

とができる(図 1(a))。危険地点を指している吹き出
しにはその地点の写真が入っている。その吹き出し

をタップするとその地点の情報を見ることができる

(図 1(b))。情報を登録する際には、まず位置情報登
録画面でピンをドラッグすることにより危険地点を

指定する(図 3)。そして、そのピンが指している緯度
経度の値を次の情報登録画面に渡す。情報登録画面 
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(a)初期画面 	 	 (b)バルーンタップ時 

図 1	 地図画面 
 

	  
図 2 位置情報登録画面	 図 3 情報登録画面  
 
で災害ケース、危険度、コメント、その地点の写真

が登録できる(図 4)。これらの情報と緯度経度の値を
合わせてデータベースに格納する。その情報が、地

図画面に反映され、ハザードマップを作成していく

ことができる。 
 
 4.	 システムの利用 
利用者は，地図画面から危険地点を見ることがで

き、吹き出しをタップするとその情報を見ることが

できる。画面下部にあるボタンで災害ケースを絞り

込み、バルーンを表示できる。情報を登録する際に

は、まず位置情報登録画面でピンをドラッグするこ

とにより危険地点を指定する。次に、情報登録画面

で災害ケース、危険度、コメントを入力し、その地

点の写真を撮る。その情報が、地図画面に反映され、

ハザードマップを作成していくことができる。 
住民参加型にすることにより防災意識が向上し、

住民投稿型にすることにより地域の詳細な情報共有

ができると考える。 
 
5.	 まとめと今後の課題 
本研究では位置情報を利用し、住民参加型のハザ

ードマップ作成支援システムの開発を行う。住民に

より地域の情報を投稿し、ハザードマップを作成す

ることで情報共有を行う。住民参加型でハザードマ

ップを作成することにより防災意識が向上し、住民

投稿型にすることにより地域の詳細な情報共有がで

きると考える。 
今後の課題は、サーバを使った情報管理、機能の

追加、デザインの改良、実地での動作確認があげら

れる。 
現在、情報は端末内の SQLiteデータベースに保存

されている。従って、共有化を図るためにサーバを

使った情報管理が必要である。 
機能の追加として、ハザードマップの吹き出しの

中には収まらない情報を表示する機能、住民同士の

コミュニケーションが行える機能を追加し、より多

くの情報を共有できるようにする。 
デザインは、利用者のモチベーション、操作性に

繋がるため改良を行う。 
完成したアプリは、肥前浜宿の住民の方々に実際

に使ってもらい、防災意識の変化や情報操作性など

を調査し、今後の研究に繋げていきたいと考えてい

る。 
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